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総務課から TEL 73－9603

資材課から TEL 73-9619

営農企画課から TEL 73-9615

組合員・利用者のみなさまへ

　平素は当ＪＡの事業活動にご理解、ご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　標題の新型コロナウイルスにつきましては、依然として罹患に対する不安は継続している状況と
なっており、今後の職員による訪問活動（外勤）については、その時点の島根県や出雲市の状況を踏
まえつつ、場合によってはポスト等への投函をもって訪問に換えさせていただくことがあります。
　ご不便等おかけし、誠に申し訳ございませんが、昨今の状況を鑑み、何卒ご 了解いただきますよう、
よろしくお願い申し上げます。

新型コロナウイルス感染防止を踏まえた訪問日の対応について

斐川地区本部運営委員会情報斐川地区本部運営委員会情報
報告事項（１）令和３年産米販売進度について

（２）令和３年度農業振興区長および担い手
　　 等を対象とした営農座談会の意見・要
　　 望について

3月29日開催

資材課・配送センター営業日のご案内

期間中ご迷惑をお掛け致しますが、ご理解のほどよろしくお願い致します。
また上記期間中はグリーンセンターへおまわりくださいますよう重ねてお願い致します。

令和4年度 あぐり探検隊開催中止のお知らせ
　開催を予定しておりました、「令和４年度あぐり探検隊」ですが、新型コロナウイルスの感染が
拡大している状況を鑑み、斐川町農林事務局で協議した結果、開催を中止させていただくこととな
りました。活動を楽しみにしていただいた皆様にはご迷惑をおかけしますが、状況をご理解いただ
きますようお願い申し上げます。

お問い合わせ　　営農企画課　７３－９６１５　　担当　富岡

野菜づくり講座 受講生募集について野菜づくり講座 受講生募集について
JAしまね斐川地区本部では、将来的に産直市場への出荷や野菜づくりに取り組んでみたい方を対象に、実習圃場を利
用して実際の栽培管理から収穫まで行う野菜づくり講座を開催します。ご興味のある方はお気軽にお問合せください。

お申し込み 及び 問合せ先：JAしまね斐川地区本部営農部 営農企画課
TEL（0853）73-9615　FAX（0853）73-9074

講座期間

場　　所

対 象 者

内　　容

募集定員

申込方法

申込締切

受講費用

20名（コロナウイルス感染症予防対策を講じて開催します）

受講を希望される方は、ＪＡしまね斐川地区
本 部営農 企 画 課（TEL 0853-73-9615）
まで直接お申し込み下さい。
※定員を超える場合は先着順とさせていただきますの
でご了承ください。

2022年5月6日（金）
5,000円

（全11回分、資料作成代、
 実習経費）

2022年5月～ 2023年3月
（月1回程度の開催）
JAしまね斐川地区本部および実習圃場
基礎的な野菜づくり実習を希望される
斐川町内に在住の方 ※農業初心者向けの講座です。

1 座学講座
野菜の栽培基礎、肥料・農薬の使い方、
生産履歴簿の記帳方法など
2 実習（講座期間を通じて実習圃場を利用）
畑の作り方、作物の栽培管理、
収穫・調整作業、出荷・販売など

28日
木
◯

29日
金
×

30日
土
×

1日
日
×

2日
月
◯

3日
火
×

4日
水
×

5日
木
×

6日
金
◯

4月 5月

ご持参いただきたいもの

令和4年4月22日（金）
    ９：３０～１１：３０　荘原支店
  １３：００～１５：００　出西支店

年金個別相談会のお知らせ年金個別相談会のお知らせ

年金感謝デーは、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、開催を見合わせていただきます。
年金感謝デーのご来店カードは配布いたしませんので、年金受給者の皆様には、ご理解承りますようお願い申し上げます。

年金感謝デーについて年金感謝デーについて

（３）貯金・貸出金実績について（令和4年2月末）
（４）主要実績一覧表（令和4年2月）について
（５）斐川地区本部業績還元について

グリーンセンターから TEL 73-9070

令和4年 4月19日（火）14：00～と  き

・出荷者協議会の会員になるためには
・活動内容についての説明 ※会員資格は男女問いません

内  容
JAしまね斐川地区本部 営農総合センターところ 皆さん

お気軽に
ご参加ください!!

新規会員説明会野菜等出荷者協議会野菜等出荷者協議会
ご自宅でできた自慢の野菜・
花・果物などを、自分のペー
スで出したい時に出しなが
ら、仲間と楽しく元気に活動
しています

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ
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総務課から TEL 73－9603

資材課から TEL 73-9619

営農企画課から TEL 73-9615

組合員・利用者のみなさまへ

　平素は当ＪＡの事業活動にご理解、ご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　標題の新型コロナウイルスにつきましては、依然として罹患に対する不安は継続している状況と
なっており、今後の職員による訪問活動（外勤）については、その時点の島根県や出雲市の状況を踏
まえつつ、場合によってはポスト等への投函をもって訪問に換えさせていただくことがあります。
　ご不便等おかけし、誠に申し訳ございませんが、昨今の状況を鑑み、何卒ご 了解いただきますよう、
よろしくお願い申し上げます。

新型コロナウイルス感染防止を踏まえた訪問日の対応について

斐川地区本部運営委員会情報斐川地区本部運営委員会情報
報告事項（１）令和３年産米販売進度について

（２）令和３年度農業振興区長および担い手
　　 等を対象とした営農座談会の意見・要
　　 望について

3月29日開催

資材課・配送センター営業日のご案内

期間中ご迷惑をお掛け致しますが、ご理解のほどよろしくお願い致します。
また上記期間中はグリーンセンターへおまわりくださいますよう重ねてお願い致します。

令和4年度 あぐり探検隊開催中止のお知らせ
　開催を予定しておりました、「令和４年度あぐり探検隊」ですが、新型コロナウイルスの感染が
拡大している状況を鑑み、斐川町農林事務局で協議した結果、開催を中止させていただくこととな
りました。活動を楽しみにしていただいた皆様にはご迷惑をおかけしますが、状況をご理解いただ
きますようお願い申し上げます。

お問い合わせ　　営農企画課　７３－９６１５　　担当　富岡

野菜づくり講座 受講生募集について野菜づくり講座 受講生募集について
JAしまね斐川地区本部では、将来的に産直市場への出荷や野菜づくりに取り組んでみたい方を対象に、実習圃場を利
用して実際の栽培管理から収穫まで行う野菜づくり講座を開催します。ご興味のある方はお気軽にお問合せください。

お申し込み 及び 問合せ先：JAしまね斐川地区本部営農部 営農企画課
TEL（0853）73-9615　FAX（0853）73-9074

講座期間

場　　所

対 象 者

内　　容

募集定員

申込方法

申込締切

受講費用

20名（コロナウイルス感染症予防対策を講じて開催します）

受講を希望される方は、ＪＡしまね斐川地区
本 部営農 企 画 課（TEL 0853-73-9615）
まで直接お申し込み下さい。
※定員を超える場合は先着順とさせていただきますの
でご了承ください。

2022年5月6日（金）
5,000円

（全11回分、資料作成代、
 実習経費）

2022年5月～ 2023年3月
（月1回程度の開催）
JAしまね斐川地区本部および実習圃場
基礎的な野菜づくり実習を希望される
斐川町内に在住の方 ※農業初心者向けの講座です。

1 座学講座
野菜の栽培基礎、肥料・農薬の使い方、
生産履歴簿の記帳方法など
2 実習（講座期間を通じて実習圃場を利用）
畑の作り方、作物の栽培管理、
収穫・調整作業、出荷・販売など

28日
木
◯

29日
金
×

30日
土
×

1日
日
×

2日
月
◯

3日
火
×

4日
水
×

5日
木
×

6日
金
◯

4月 5月

ご持参いただきたいもの

令和4年4月22日（金）
    ９：３０～１１：３０　荘原支店
  １３：００～１５：００　出西支店

年金個別相談会のお知らせ年金個別相談会のお知らせ

年金感謝デーは、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、開催を見合わせていただきます。
年金感謝デーのご来店カードは配布いたしませんので、年金受給者の皆様には、ご理解承りますようお願い申し上げます。

年金感謝デーについて年金感謝デーについて

（３）貯金・貸出金実績について（令和4年2月末）
（４）主要実績一覧表（令和4年2月）について
（５）斐川地区本部業績還元について

グリーンセンターから TEL 73-9070

令和4年 4月19日（火）14：00～と  き

・出荷者協議会の会員になるためには
・活動内容についての説明 ※会員資格は男女問いません

内  容
JAしまね斐川地区本部 営農総合センターところ 皆さん

お気軽に
ご参加ください!!

新規会員説明会野菜等出荷者協議会野菜等出荷者協議会
ご自宅でできた自慢の野菜・
花・果物などを、自分のペー
スで出したい時に出しなが
ら、仲間と楽しく元気に活動
しています

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ
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営農第一課から TEL73－9616

ウィードコア
1キロ粒剤

一年生雑草、
キシュウスズメノヒエ、

多年生広葉雑草
水田一年生雑草、

マツバイ、ホタルイ、ウリカワ、
ミズガヤツリ、ヘラオモダカ、ヒルムシロ、

セリ、オモダカ、クログワイ、
コウキヤガラ、シズイ

一年生雑草、
及び

多年生広葉雑草

レブラス
1キロ粒剤

レブラス
ジャンボ

中
　期
　剤

営農ニュース
FARMING NEWS

営農ニュース
FARMING NEWS

水

　稲

☆
つ
や
姫
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
き
ぬ
む
す
め
の
田
植
え

　
い
よ
い
よ
つ
や
姫
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
き
ぬ
む
す
め
の
田

植
え
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
適
期
作
業
を
行
い
高
品
質
な

米
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！！

つ
や
姫（
特
別
栽
培
米
）

田
植
え
時
期
：
5
月
3
日
〜
15
日

基
　
肥
　
量
：
N
E
Ｗ
だ
い
ち
　
20
㎏
/
10
a
　側
条
施
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　（
全
層
施
肥
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㎏
/
10
a
）
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肥
一
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型
施
肥
量
：

　
O
K
有
機
入
り
一
発
肥
料
　
50
㎏
/
10
a 
（
側
条
施
肥
）

※
Ｏ
Ｋ
有
機
入
り
一
発
肥
料
は
比
重
が
軽
く
田
植
機

の
施
肥
量
目
安
よ
り
少
な
く
落
ち
る
（
約
８
割
程

度
）
傾
向
に
あ
り
ま
す
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田
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ど
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料
が
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ち
て
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か
確
認
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ま
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コ
シ
ヒ
カ
リ

田
植
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時
期
：
5
月
15
日
〜
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日

基
　
肥
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4
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㎏
/
10
a
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全
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肥
　
20
㎏
/
10
a
）
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ぬ
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す
め

田
植
え
時
期
：
5
月
15
日
〜
30
日

基
　
肥
　
量
：
オ
リ
ザ
4
6
3
　
25
㎏
/
10
a
　側
条
施
肥

　（
全
層
施
肥
　
30
㎏
/
10
a
）

基
肥
一
発
型
施
肥
量
：

　
　
　
　
ツ
バ
メ
コ
ー
ト
S
L
H
20
　
40
㎏
/
10
a  

側
条
施
肥

※
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
き
ぬ
む
す
め
は
高
温
登
熟
性
が
劣
る
品
種

の
た
め
、
高
温
障
害
の
回
避
を
目
的
と
し
て
遅
植
え
を

推
奨
し
ま
す
。

【箱処理剤】 ※除草剤と間違えないよう注意してください。

※つや姫・きぬむすめ特別栽培米については、ビクトリー Z（フロアブル・１キロ粒剤・ジャンボ・400
　FG）以外の初中期一発除草剤は使用できませんので、注意してください。

水稲除草剤使用時の確認事項 ～除草剤の効果を高めるポイント～

※水質汚濁防止のため、初期剤の田植え前使用禁止【斐川町自主規制項目】

使用時期・使用量を遵守し使用してください。上記の内容は、移植栽培での使用基準です。

【除草剤使用基準一覧　初期剤・中期剤】

薬 剤 名

ルーチン
エキス
パート
箱粒剤

ルーチン
ブライト
箱粒剤

（新規採用）

ピラクロン
フロアブル

ピラクロン
1キロ粒剤

イネミズゾウムシ、イネドロオイムシ、ウンカ類、ツマグロヨコバイ、
コブノメイガ、フタオビコヤガ、ニカメイチュウ、イネツトムシ、いもち病、
紋枯病、白葉枯病、疑似紋枯症(褐色菌核病菌)、疑似紋枯症(褐色紋枯病菌)、
疑似紋枯症(赤色菌核病菌)、穂枯れ(ごま葉枯病菌)、内穎褐変病

イネミズゾウムシ、イネドロオイムシ、イナゴ類、ツマグロヨコバイ、
コブノメイガ、フタオビコヤガ、ニカメイチュウ、イネツトムシ、いもち病、
紋枯病、白葉枯病、内穎褐変病、もみ枯細菌病、ヒメトビウンカ

穂枯れ(ごま葉枯病菌) 、疑似紋枯症(褐色紋枯病菌)、
疑似紋枯症(赤色菌核病菌)、疑似紋枯症（褐色菌核病菌）、
イネヒメハモグリバエ

もみ枯細菌病

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、
ヘラオモダカ、ウリカワ、ヒルムシロ、
オモダカ、クログワイ、コウキヤガラ
アオミドロ・藻類による表層はく離

水田一年生雑草、
マツバイ、ホタルイ、ヘラオモダカ、

ウリカワ、ヒルムシロ

移植直後～ノビエ 1.5葉期
ただし、移植後 30日まで

移植時（田植同時処理）
または

※（植代後～移植７日前）
または

移植直後～ノビエ1.5葉期
但し、移植後30日まで

移植後7日～ノビエ4葉期
ただし、収穫60日前まで

移植後14日～ノビエ4葉期
但し、収穫60日前まで

移植後14日～ノビエ4葉期
但し、収穫60日前まで

適用病害虫名 使用時期1箱当りの使用量 使用回数

薬　剤　名区分 適 用 雑 草 名 使用時期 使用量
(10a当 )

本剤使用
回数

50g

50g

高密度には種する
場合は 1㎏ /10ａ

1箱当り 50～100g

500㎖

1㎏

1㎏

1㎏

小包装
(パック)

10個(400g)

1回

1回

2回
以内

1回

は種時 (覆土前 )
～移植当日
移植 3日前
～移植当日

移植当日

1回

1回

初
　期
　剤

【除草剤基準一覧　初中期一発剤・藻類対策】

□畦畔は、しっかりつくられていますか
□代かきは均平に実施されていますか
□水口・水尻はしっかり止めてありますか
□水稲除草剤の拡散に必要な水深が確保されていますか
　(浅い部分でも1キロ粒剤3～5ｃｍ　フロアブル・ジャンボ剤５～６ｃｍ程度必要)
□使用する除草剤の登録内容を確認し、対象の草の種類、効果が最も発揮される時期に散布していますか
□適切な植付け深さ(3ｃｍ程度)で丁寧な移植を実施していますか
□代かきから田植えまでの期間が長くなっていませんか
□毎年、雑草が問題となるほ場では「体系処理」(初期剤と中後期剤の組み合わせ)で行っていますか

薬　剤　名区分 適用雑草名 使用時期 使用量
(10a 当 )

本剤使用
回数

初

中

期

一

発

剤

藻

ジェイフレンド
1 キロ粒剤

ジェイフレンド
フロアブル

ジェイフレンド
ジャンボ

ジェイフレンド
400FG

水田一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、
ヘラオモダカ、ミズガヤツリ、ウリカワ、
オモダカ、クログワイ、ヒルムシロ、セリ

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、
ヘラオモダカ、ウリカワ、ミズガヤツリ、
クログワイ、ヒルムシロ、セリ、オモダカ

1 ㎏

500 ㎖

400g

400g

小包装（パック）
10 個（400g）

カウンシルエナジー
1 キロ粒剤

カウンシルエナジー
フロアブル

カウンシルエナジー
ジャンボ

一年生及び
多年生雑草

1 ㎏

500 ㎖

移植時（田植同時処理）
または

移植直後～ノビエ3葉期
ただし、収穫60日前まで

小包装（パック）
10 個（400g）

ビクトリー Z
1 キロ粒剤

モゲトン粒剤

ビクトリー Z
フロアブル

ビクトリー Z
ジャンボ

ビクトリー Z
400FG

水田一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、
ウリカワ、ミズガヤツリ、ヘラオモダカ、

シズイ、ヒルムシロ、セリ、エゾノサヤヌカグサ、
オモダカ、クログワイ、コウキヤガラ、
アオミドロ・藻類による表層はく離

一年生雑草、多年生広葉雑草、
アオミドロ・藻類による表層はく離

一年生雑草、多年生広葉雑草、
アオミドロ・藻類による表層はく離

藻類（アオミドロ、アミミドロ）、ウキクサ類

移植後5日～ノビエ3葉期
但し、収穫60日前まで

移植後5日～ノビエ3葉期
但し、収穫60日前まで

移植後5日～ノビエ3葉期
但し、収穫60日前まで
藻類、ウキクサ類の
発生始～発生盛期

但し、収穫45日前まで

1 ㎏

2 ～ 3 ㎏

500 ㎖

小包装（パック）
10 個（400g）

ディオーレ
1 キロ粒剤

ディオーレ
フロアブル
ディオーレ
ジャンボ

ディオーレ
顆粒

一年生雑草、
マツバイ、ホタルイ、

ウリカワ、ミズガヤツリ、
ヘラオモダカ、ヒルムシロ、

セリ、オモダカ、
クログワイ、コウキヤガラ

一年生雑草、ウリカワ、セリ、ヒルムシロ、
ホタルイ、マツバイ、ミズガヤツリ、
オモダカ、クログワイ、コウキヤガラ

移植時（田植同時処理）
移植直後～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

移植後3日～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

移植時（田植同時処理）
移植直後～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

移植時（田植同時処理）
移植直後～ノビエ3.5葉期
ただし、移植後30日まで
移植時（田植同時処理）

移植直後～ノビエ3.5葉期
ただし、移植後30日まで
移植直後～ノビエ3.5葉期
ただし、移植後30日まで

移植後5日～ノビエ3葉期
ただし､移植後30日まで

1 ㎏

500 ㎖

80ｇ（水口施用）

1 回

1 回

1 回

2 回以内

1 回

1 回

２回以内

3 回以内

小包装（ﾊﾟｯｸ）
10 個 (400g)

薬量 : 80g
希釈水量 : 500 ㎖

ピラクロン
ジャンボ

小包装
(パック)

10個(300g)

50g

50g

高密度には種する
場合は 1㎏ /10ａ

1箱当り 50～100g

は種時 (覆土前 )
～移植当日
移植 3日前
～移植当日

移植当日

※つや姫・きぬむすめ特別栽培米については、ルーチンブライト箱粒剤以外の箱処理剤は使用できま
　せんので、注意してください。

斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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営農第一課から TEL73－9616

ウィードコア
1キロ粒剤

一年生雑草、
キシュウスズメノヒエ、

多年生広葉雑草
水田一年生雑草、

マツバイ、ホタルイ、ウリカワ、
ミズガヤツリ、ヘラオモダカ、ヒルムシロ、

セリ、オモダカ、クログワイ、
コウキヤガラ、シズイ

一年生雑草、
及び

多年生広葉雑草

レブラス
1キロ粒剤

レブラス
ジャンボ

中
　期
　剤

営農ニュース
FARMING NEWS

営農ニュース
FARMING NEWS

水

　稲

☆
つ
や
姫
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
き
ぬ
む
す
め
の
田
植
え

　
い
よ
い
よ
つ
や
姫
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
き
ぬ
む
す
め
の
田

植
え
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
適
期
作
業
を
行
い
高
品
質
な

米
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！！

つ
や
姫（
特
別
栽
培
米
）

田
植
え
時
期
：
5
月
3
日
〜
15
日

基
　
肥
　
量
：
N
E
Ｗ
だ
い
ち
　
20
㎏
/
10
a
　側
条
施
肥

　（
全
層
施
肥
　
25
㎏
/
10
a
）

基
肥
一
発
型
施
肥
量
：

　
O
K
有
機
入
り
一
発
肥
料
　
50
㎏
/
10
a 

（
側
条
施
肥
）

※
Ｏ
Ｋ
有
機
入
り
一
発
肥
料
は
比
重
が
軽
く
田
植
機

の
施
肥
量
目
安
よ
り
少
な
く
落
ち
る
（
約
８
割
程

度
）
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
田
植
え
の
初
め
に
計
画
ど
お
り
肥
料
が
落
ち
て
い

る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

コ
シ
ヒ
カ
リ

田
植
え
時
期
：
5
月
15
日
〜
30
日

基
　
肥
　
量
：
オ
リ
ザ
4
6
3
　
15
㎏
/
10
a
　側
条
施
肥

　（
全
層
施
肥
　
20
㎏
/
10
a
）

き
ぬ
む
す
め

田
植
え
時
期
：
5
月
15
日
〜
30
日

基
　
肥
　
量
：
オ
リ
ザ
4
6
3
　
25
㎏
/
10
a
　側
条
施
肥

　（
全
層
施
肥
　
30
㎏
/
10
a
）

基
肥
一
発
型
施
肥
量
：

　
　
　
　
ツ
バ
メ
コ
ー
ト
S
L
H
20
　
40
㎏
/
10
a  

側
条
施
肥

※
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
き
ぬ
む
す
め
は
高
温
登
熟
性
が
劣
る
品
種

の
た
め
、
高
温
障
害
の
回
避
を
目
的
と
し
て
遅
植
え
を

推
奨
し
ま
す
。

【箱処理剤】 ※除草剤と間違えないよう注意してください。

※つや姫・きぬむすめ特別栽培米については、ビクトリー Z（フロアブル・１キロ粒剤・ジャンボ・400
　FG）以外の初中期一発除草剤は使用できませんので、注意してください。

水稲除草剤使用時の確認事項 ～除草剤の効果を高めるポイント～

※水質汚濁防止のため、初期剤の田植え前使用禁止【斐川町自主規制項目】

使用時期・使用量を遵守し使用してください。上記の内容は、移植栽培での使用基準です。

【除草剤使用基準一覧　初期剤・中期剤】

薬 剤 名

ルーチン
エキス
パート
箱粒剤

ルーチン
ブライト
箱粒剤

（新規採用）

ピラクロン
フロアブル

ピラクロン
1キロ粒剤

イネミズゾウムシ、イネドロオイムシ、ウンカ類、ツマグロヨコバイ、
コブノメイガ、フタオビコヤガ、ニカメイチュウ、イネツトムシ、いもち病、
紋枯病、白葉枯病、疑似紋枯症(褐色菌核病菌)、疑似紋枯症(褐色紋枯病菌)、
疑似紋枯症(赤色菌核病菌)、穂枯れ(ごま葉枯病菌)、内穎褐変病

イネミズゾウムシ、イネドロオイムシ、イナゴ類、ツマグロヨコバイ、
コブノメイガ、フタオビコヤガ、ニカメイチュウ、イネツトムシ、いもち病、
紋枯病、白葉枯病、内穎褐変病、もみ枯細菌病、ヒメトビウンカ

穂枯れ(ごま葉枯病菌) 、疑似紋枯症(褐色紋枯病菌)、
疑似紋枯症(赤色菌核病菌)、疑似紋枯症（褐色菌核病菌）、
イネヒメハモグリバエ

もみ枯細菌病

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、
ヘラオモダカ、ウリカワ、ヒルムシロ、
オモダカ、クログワイ、コウキヤガラ
アオミドロ・藻類による表層はく離

水田一年生雑草、
マツバイ、ホタルイ、ヘラオモダカ、

ウリカワ、ヒルムシロ

移植直後～ノビエ 1.5葉期
ただし、移植後 30日まで

移植時（田植同時処理）
または

※（植代後～移植７日前）
または

移植直後～ノビエ1.5葉期
但し、移植後30日まで

移植後7日～ノビエ4葉期
ただし、収穫60日前まで

移植後14日～ノビエ4葉期
但し、収穫60日前まで

移植後14日～ノビエ4葉期
但し、収穫60日前まで

適用病害虫名 使用時期1箱当りの使用量 使用回数

薬　剤　名区分 適 用 雑 草 名 使用時期 使用量
(10a当 )

本剤使用
回数

50g

50g

高密度には種する
場合は 1㎏ /10ａ

1箱当り 50～100g

500㎖

1㎏

1㎏

1㎏

小包装
(パック)

10個(400g)

1回

1回

2回
以内

1回

は種時 (覆土前 )
～移植当日
移植 3日前
～移植当日

移植当日

1回

1回

初
　期
　剤

【除草剤基準一覧　初中期一発剤・藻類対策】

□畦畔は、しっかりつくられていますか
□代かきは均平に実施されていますか
□水口・水尻はしっかり止めてありますか
□水稲除草剤の拡散に必要な水深が確保されていますか
　(浅い部分でも1キロ粒剤3～5ｃｍ　フロアブル・ジャンボ剤５～６ｃｍ程度必要)
□使用する除草剤の登録内容を確認し、対象の草の種類、効果が最も発揮される時期に散布していますか
□適切な植付け深さ(3ｃｍ程度)で丁寧な移植を実施していますか
□代かきから田植えまでの期間が長くなっていませんか
□毎年、雑草が問題となるほ場では「体系処理」(初期剤と中後期剤の組み合わせ)で行っていますか

薬　剤　名区分 適用雑草名 使用時期 使用量
(10a 当 )

本剤使用
回数

初

中

期

一

発

剤

藻

ジェイフレンド
1 キロ粒剤

ジェイフレンド
フロアブル

ジェイフレンド
ジャンボ

ジェイフレンド
400FG

水田一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、
ヘラオモダカ、ミズガヤツリ、ウリカワ、
オモダカ、クログワイ、ヒルムシロ、セリ

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、
ヘラオモダカ、ウリカワ、ミズガヤツリ、
クログワイ、ヒルムシロ、セリ、オモダカ

1 ㎏

500 ㎖

400g

400g

小包装（パック）
10 個（400g）

カウンシルエナジー
1 キロ粒剤

カウンシルエナジー
フロアブル

カウンシルエナジー
ジャンボ

一年生及び
多年生雑草

1 ㎏

500 ㎖

移植時（田植同時処理）
または

移植直後～ノビエ3葉期
ただし、収穫60日前まで

小包装（パック）
10 個（400g）

ビクトリー Z
1 キロ粒剤

モゲトン粒剤

ビクトリー Z
フロアブル

ビクトリー Z
ジャンボ

ビクトリー Z
400FG

水田一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、
ウリカワ、ミズガヤツリ、ヘラオモダカ、

シズイ、ヒルムシロ、セリ、エゾノサヤヌカグサ、
オモダカ、クログワイ、コウキヤガラ、
アオミドロ・藻類による表層はく離

一年生雑草、多年生広葉雑草、
アオミドロ・藻類による表層はく離

一年生雑草、多年生広葉雑草、
アオミドロ・藻類による表層はく離

藻類（アオミドロ、アミミドロ）、ウキクサ類

移植後5日～ノビエ3葉期
但し、収穫60日前まで

移植後5日～ノビエ3葉期
但し、収穫60日前まで

移植後5日～ノビエ3葉期
但し、収穫60日前まで
藻類、ウキクサ類の
発生始～発生盛期

但し、収穫45日前まで

1 ㎏

2 ～ 3 ㎏

500 ㎖

小包装（パック）
10 個（400g）

ディオーレ
1 キロ粒剤

ディオーレ
フロアブル
ディオーレ
ジャンボ

ディオーレ
顆粒

一年生雑草、
マツバイ、ホタルイ、

ウリカワ、ミズガヤツリ、
ヘラオモダカ、ヒルムシロ、

セリ、オモダカ、
クログワイ、コウキヤガラ

一年生雑草、ウリカワ、セリ、ヒルムシロ、
ホタルイ、マツバイ、ミズガヤツリ、
オモダカ、クログワイ、コウキヤガラ

移植時（田植同時処理）
移植直後～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

移植後3日～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

移植時（田植同時処理）
移植直後～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

移植時（田植同時処理）
移植直後～ノビエ3.5葉期
ただし、移植後30日まで
移植時（田植同時処理）

移植直後～ノビエ3.5葉期
ただし、移植後30日まで
移植直後～ノビエ3.5葉期
ただし、移植後30日まで

移植後5日～ノビエ3葉期
ただし､移植後30日まで

1 ㎏

500 ㎖

80ｇ（水口施用）

1 回

1 回

1 回

2 回以内

1 回

1 回

２回以内

3 回以内

小包装（ﾊﾟｯｸ）
10 個 (400g)

薬量 : 80g
希釈水量 : 500 ㎖

ピラクロン
ジャンボ

小包装
(パック)

10個(300g)

50g

50g

高密度には種する
場合は 1㎏ /10ａ

1箱当り 50～100g

は種時 (覆土前 )
～移植当日
移植 3日前
～移植当日

移植当日

※つや姫・きぬむすめ特別栽培米については、ルーチンブライト箱粒剤以外の箱処理剤は使用できま
　せんので、注意してください。
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本
店
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他
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部
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部
役　
員
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
地
区
本
部　

役
職
員
配
置
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
4
年
４
月
1
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現
在

総

務

課

付
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佐
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史
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司
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司
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行

水　
　
彰
弘
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司
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飯
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真
由
美

安
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純
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小
豆
澤
真
紀
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斐　川 荘　原 出　西 伊波野 ゆめタウン斐川 斐川中部 新川中央 出　東
4月29日（金） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
4月30日（土） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5月 1 日（日） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5月 2 日（月） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5月 3 日（火） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5月 4 日（水） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5月 5 日（木） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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